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は
じ
め
に

香
川
県
大
川
郡
志
度
町
に
あ
る
志
度
寺
は
、
そ
の
本
尊
造
立
を
推
古
天
皇
三
三
年
（
六
二
五
）
、
道
場
建
立
を
天
武
天
皇
一

O
年
（
六

八
一
）
藤
原
不
比
等
に
よ
る
も
の
と
伝
え
、
本
尊
十
一
面
観
音
の
霊
験
や
謡
曲
、
古
浄
瑠
璃
の
題
材
と
な
っ
た
海
女
の
伝
説
等
で
中
央

に
ま
で
そ
の
名
の
聞
え
た
古
義
真
言
宗
の
古
剰
で
あ
る
。
特
に
院
政
期
に
は

（

1
）
 

の
室
ι

生
戸
と
並
び
称
さ
れ
る
霊
験
寺
院
で
あ
っ
た
。

「
四
方
の
霊
験
所
」
の
一
つ
と
し
て
丹
後
の
成
相
や
土
佐

ご
の
志
度
寺
に
絹
本
書
芭
の
十
一
面
観
音
像
な
ど
と
と
も
に
大
幅
六
幅
の
絹
本
著
色
の
志
度
寺
縁
起
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
本
縁
起
に

つ
い
て
は
、
既
に
梅
津
次
郎
氏
が
、
付
属
す
る
縁
起
文
に
よ
る
画
面
の
比
定
、
事
績
場
面
の
配
置
法
の
特
色
、
絵
解
の
問
題
な
ど
詳
細

（

2
）
 

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
制
作
時
期
に
関
し
て
、
梅
津
氏
は
、
各
幅
に
異
な
っ
た
表
現
が
認
め
ら
れ
、
同
時
制
作
に
は
疑
い

が
あ
る
と
し
つ
つ
、
同
氏
の
発
見
に
な
る
本
縁
起
の
旧
軸
金
具
の
毛
彫
銘
文
に
あ
る
康
永
二
年
二
三
四
三
）
を
全
幅
の
下
限
と
し
て

誤
り
が
な
い
と
し
て
お
ら
れ
る
。
梅
津
氏
の
指
摘
に
あ
る
と
お
り
、
六
幅
各
幅
で
そ
の
細
部
手
法
、
画
面
構
成
、
図
様
等
異
同
が
著
し



2 

（

3
）
 

く
、
こ
れ
ら
六
幅
そ
れ
ぞ
れ
の
先
後
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
さ
え
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
制
作
畦
期
に
関
す
る
議
論
は
後
日
改

め
て
行
う
こ
と
と
し
て
、
今
回
は
六
幅
各
幅
に
現
わ
れ
た
画
面
構
成
の
種
々
の
様
相
を
指
摘
じ
、
そ
の
変
容
が
何
に
依
る
も
の
で
あ
る

か
を
考
察
し
、
掛
幅
形
式
縁
起
絵
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
縁
起
絵
に
付
属
す
る
縁
起
文
に
よ
り
長
谷
寺
縁
起
と
の
関
係
、
説
話
の
内
容
等
を
略
述
し
、
次
に
六
幅
を
、

そ
の
扱
わ
れ
た
説
話
の
内
容
に
よ
り
、
草
創
謂
を
描
く
第
一
幅
、
第
二
幅
、
第
三
幅
、
お
よ
び
利
生
謹
を
描
く
第
四
幅
、
第
五
幅
、
第

六
幅
の
二
つ
に
分
け
て
、
そ
の
画
面
構
成
の
諸
相
を
他
の
掛
幅
形
式
縁
起
絵
諸
本
と
比
較
し
、
そ
の
変
容
の
要
因
、
制
作
の
背
景
、
後

代
へ
の
継
承
等
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

（

4
）
 

志
度
寺
縁
起
に
は
七
巻
の
縁
起
文
が
付
属
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
絵
と
密
接
な
対
応
を
な
し
て
い
る
。
縁
起
文
に
は
和
文
と
漢
文
と

い
う
文
体
の
相
星
（
や
極
札
に
書
き
示
さ
れ
た
筆
者
の
問
題
な
ど
解
明
す
べ
き
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
長
谷
寺
縁
起
と

の
関
係
、
縁
起
の
内
容
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
巻
御
衣
木
縁
起
は
、
本
尊
の
造
立
を
扱
い
、
粉
河
寺
縁
起
以
来
の
霊
木
の
漂
流
謹
と
童
子
に
よ
る
観
音
彫
造
の
説
話
で
あ
る
。

こ
の
第
一
巻
に
お
い
て
へ
在
日
さ
れ
る
の
は
、
長
谷
寺
縁
起
と
の
密
接
な
関
係
を
一
不
す
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
巻
の
文
頭
「
江
園
高

問
者
無
犯
云
々
い
の
箇
所
が
、
伝
菅
原
道
真
勘
出
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
中
の
文
章
）
と
酷
似
し
、

嶋
三
尾
前
山
有
深
谷
（
中
略
）
此
木
崇

観
音
と
な
る
霊
木
の
出
自
を
同
じ
場
所
と
す
る
こ
と
か
ら
判
る
。
長
谷
中
守
本
尊
十
一
面
観
音
が
既
に
平
安
時
代
よ
り
貴
族
の
崇
拝
を
受

（

8
）
 

け
て
い
た
こ
と
や
、
伝
菅
公
勘
出
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
が
、
そ
の
成
立
に
関
し
て
は
諸
々
の
問
題
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
そ
の
説
話
自



体
は
十
三
世
紀
末
期
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
説
話
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
考
慮
す
れ
ば
、
志
度
寺
縁
起
の
こ
の
第
一
巻
の
説
話
が
、
既

に
霊
験
山
寺
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
長
谷
寺
の
影
響
下
、
お
そ
く
と
も
十
三
世
紀
末
期
あ
る
い
は
十
四
世
紀
初
期
に
は
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
第
一
巻
と
対
応
を
な
す
第
一
幅
に
お
い
て
は
、
縁
起
の
最
初
の
部
分
が
長
谷
寺
縁
起
絵
巻
徳
川

駒
栄
明
会
本
の
第
九
段
と
第
十
段
の
両
図
様
を
混
合
し
、
更
に
、
志
度
寺
縁
起
文
中
に
記
述
の
な
い
白
衣
の
人
物
や
持
幡
童
子
ま
で
描
き

込
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
縁
起
文
の
み
な
ら
ず
、
絵
画
に
お
い
て
も
強
い
影
響
関
係
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
第
二
巻
志
度

道
場
縁
起
は
志
度
浦
独
自
の
海
女
の
伝
説
を
中
心
と
し
た
寺
院
建
立
謹
で
あ
り
、
建
立
と
そ
の
供
養
法
要
に
藤
原
一
房
前
や
行
基
の
関
係

す
る
点
で
長
谷
寺
縁
起
と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
が
、
第
一
巻
の
よ
う
な
強
い
影
響
関
係
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

志度寺縁起i絵考

第
三
巻
臼
杖
童
子
縁
起
以
下
は
特
定
の
個
人
の
利
生
謂
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
第
四
巻
当
願
暮
当
縁
起
以
外
は
す
べ
て
主
人
公
が

死
ん
で
閤
魔
庁
へ
赴
き
、
そ
こ
で
閣
魔
法
王
の
志
度
寺
建
立
の
教
勅
を
受
け
て
蘇
生
す
る
蘇
生
謹
の
形
式
を
と
り
、
第
一
巻
で
述
べ
ら

れ
た
堂
舎
建
立
の
童
子
が
閤
魔
法
王
の
化
現
で
あ
っ
た
こ
と
よ
り
発
展
し
た
志
度
寺
と
閤
魔
法
王
と
の
関
係
を
強
調
す
る
説
話
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
第
三
巻
以
下
の
利
生
謂
は
、
堂
舎
建
立
の
功
徳
を
説
く
と
い
う
点
で
、
長
谷
寺
縁
起
に
お
け
る
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
の

（

9
）
 

性
格
を
有
し
、
志
度
寺
独
自
の
霊
験
謂
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
立
の
下
眼
と
し
て
第
七
巻
阿
一
蘇

（叩）

生
縁
起
巻
末
の
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
七
巻
の
縁
起
文
は
そ
の
書
体
や
体
裁
に
統
一
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
、
第
五
巻
松
竹
童
子
縁
起
、
第
六
巻
千
歳
童
子
縁
起
の
文

中
の
記
述
よ
り
同
時
に
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
逐
次
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

3 

と
こ
ろ
で
、
志
度
寺
縁
起
以
外
に
、
漢
文
縁
起
の
他
に
和
文
縁
起
を
も
伴
う
縁
起
絵
と
し
て
玉
垂
宮
縁
起
、
清
園
寺
縁
起
が
あ

（ロ）

る
o

玉
垂
宮
縁
起
の
和
文
縁
起
に
は
既
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
絵
解
文
の
性
格
が
強
く
、
清
園
寺
縁
起
の
和
文
縁
起
は
正
式
の
漢
文



4 

縁
起
の
要
約
と
い
う
性
格
が
あ
り
、
志
度
寺
縁
起
の
和
文
縁
起
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
E

志
度
寺
縁
起
の
和
文
縁
起

の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
六
巻
千
最
童
子
縁
起
と
第
七
巻
阿
一
蘇
生
縁
起
が
候
文
調
の
一
人
称
で
一
書
き
し
る
さ
れ
て
い
る
こ
と

（日）

な
ど
よ
り
勧
進
的
性
格
を
知
実
に
示
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
、
そ
れ
ま
で
の
利
生
需
と
も
や
や
性
椙
の
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

縁
起
文
の
筆
者
と
し
て
は
兼
空
上
人
、
世
尊
寺
行
房
、
相
良
正
任
、
相
良
武
任
が
筆
写
し
た
こ
と
を
極
札
に
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の

（

M）
 

う
ち
時
期
的
に
十
四
世
紀
初
め
に
生
存
の
可
能
な
人
物
は
世
尊
寺
行
房
の
み
？
あ
り
、
他
は
同
時
代
に
生
存
し
な
い
、
後
世
の
人
物
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
・
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
後
世
の
筆
に
な
る
巻
相
当
の
縁
起
絵
が
こ
の
縁
起
文
を
も
っ
て
一
絵
解
さ
れ
る
こ
と
が
顔
繁
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、
幾
度
も
書
写
し
直
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
、
第
三
巻
白
杖
童
子
縁
起
以

外
は
絵
画
制
作
と
同
時
期
の
書
写
で
は
な
い
こ
と
だ
け
を
示
し
て
お
く
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
縁
起
文
は
長
谷
寺
縁
起
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
、
志
度
寺
独
自
の
海
女
の
伝
説
等
を
取
り
入
れ
て
逐
次
整
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
更
に
、
利
生
謂
が
い
ず
れ
も
堂
舎
建
立
の
草
創
に
関
わ
る
閤
魔
法
王
の
教
勅
に
ま
つ
わ
る
説

話
で
あ
る
点
で
、
草
創
縁
起
と
は
別
途
の
堂
舎
建
立
の
功
徳
を
説
く
勧
進
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
一
と
が
理
解
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
説
話
の
性
格
の
相
異
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
が
絵
画
化
さ
れ
る
時
、
特
に
画
面
構
成
に
影
響
を
及
医
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
説
話
の
性
格
の
相
異
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
順
を
追
っ
て
画
面
構
成
の
特
色
を
観
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

具
体
的
に
六
幅
の
画
面
構
成
を
検
討
す
る
際
に
、
各
幅
に
描
き
込
ま
れ
た
個
々
の
事
績
場
面
の
舞
台
と
な
る
背
景
を
場
と
し
て
把
え
、

そ
の
場
が
、
各
幅
の
画
面
の
上
で
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
か
を
、
事
績
場
面
の
配
置
法
、
説
話
の
一
時
間
的
進
行
と
の
関
連
に
よ



り
観
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
一
幅
（
図
1
）
は
、
縁
起
文
第
一
巻
と
対
応
し
、
本
尊
造
立
諌
の
一
七
に
も
及
ぶ
事
績
を
、
雄
大
な
自
然
景
観
の
中
で
、
細
密
に

描
き
込
ん
で
い
る
。

個
々
の
事
績
場
面
は
、

画
面
上
方
の
縁
起
の
最
初
の
部
分
の
よ
う
に
、
山
景
、
水
景
と
い
っ
た
自
然

例
え
ば
、

景
の
中
で
密
接
に
融
合
し
、
有
機
的
な
連
続
の
も
と
に
配
置
さ
れ
、
各
事
績
場
面
聞
に
は
、
明
確
な
区
画
法
存
し
な
い
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
下
段
ヘ
向
う
時
も
同
様
で
あ
り
、
山
は
穏
や
か
な
す
や
り
霞
を
伴
い
つ
つ
、
極
く
自
然
に
海
へ
と
移
行
し
、
最
下
段
の
長
く
続
く

海
辺
の
、
本
縁
起
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
観
音
彫
造
の
場
面
へ
と
間
断
な
く
連
続
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
つ
の
事
績
場
面
は
次

の
事
績
場
面
へ
と
自
然
景
を
介
し
て
間
断
な
く
連
ら
な
り
、
全
体
で
調
和
あ
る
一
つ
の
景
観
が
形
成
さ
れ
る
。
事
績
場
面
は
ほ
ぼ
上
辺

志度寺縁起絵考

か
ら
下
方
へ
と
説
話
の
時
間
的
進
行
に
順
っ
て
配
置
さ
れ
、
視
線
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
意
図
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
予
め
設
定
さ
れ

た
一
大
景
観
と
し
て
の
場
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
幅
で
は
多
数
の
事
績
場
面
を
含
み
つ
つ
、
場

と
し
て
は
、
山
、
川
、
海
の
景
観
に
破
綻
を
見
せ
な
い
一
画
面
一
場
の
画
面
構
成
と
言
い
得
る
。
た
だ
、
画
面
最
下
段
観
音
彫
造
の
場

面
は
、
長
く
続
く
海
辺
に
堂
宇
を
配
し
、
そ
の
周
囲
に
異
時
同
図
的
に
事
績
場
面
を
展
開
さ
せ
る
点
で
、
縁
起
の
帰
結
と
し
て
の
堂
宇
、

本
尊
を
明
示
す
る
意
図
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
雄
大
な
景
観
の
中
で
の
一
事
績
と
し
て
描
出
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
そ
の
意
図
は
稀

薄
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
幅
（
図
2
）
な
ら
び
に
第
三
幅
（
図
3
）
は
二
幅
で
縁
起
文
第
二
巻
に
相
当
し
、
二
幅
に
一
つ
の
説
話
が
描
き
分
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
第
二
幅
で
は
、
第
一
幅
を
引
き
継
い
で
、
下
辺
か
ら
上
方
へ
、
第
三
幅
で
は
第
二
幅
を
引
き
継
い
で
上
辺
よ
り
下
方
へ

と
、
全
体
と
し
て
順
次
的
に
事
績
場
面
が
配
置
さ
れ
、
視
線
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
意
図
し
、
二
幅
の
聞
に
連
続
し
た
説
話
と
し
て
統

5 

一
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
第
二
幅
、
第
三
幅
で
は
第
一
幅
の
よ
う
な
画
面
全
体
に
亘
る
大
き
な
場
の
設
建
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
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か
わ
り
に
、
画
面
を
大
き
く
区
分
し
て
三
つ
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
幅
で
は
画
面
を
大
き
く
三
段

に
分
割
し
て
、
下
段
よ
り
不
比
等
の
邸
内
外
、
唐
の
王
宮
、
海
の
三
つ
の
場
を
設
定
し
、
第
三
幅
で
は
同
ピ
〈
三
段
に
分
割
し
て
、
上
段

よ
り
志
度
浦
の
殿
舎
、
竜
宮
と
海
、
志
度
寺
の
三
つ
の
場
を
設
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
各
々
の
場
の
中
で
の
事
績
場
面
は
近
接
的
に

描
か
れ
、
第
一
幅
の
よ
う
な
鳥
敵
的
な
景
観
の
中
で
の
細
密
な
描
写
は
認
め
ら
れ
な
い
。

両
幅
と
も
第
一
幅
の
よ
う
な
一
ま
と
ま
り
の
場
の
設
定
の
も
と
に
事
績
場
面
を
有
機
的
に
連
続
さ
せ
る
画
面
構
成
で
は
な
い
こ
と
が

指
摘
で
き
る
が
、
三
つ
の
場
の
聞
に
は
、
互
い
に
、
海
や
山
、
時
と
し
て
霞
を
用
い
て
連
続
す
る
意
図
が
看
取
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
第

二
幅
下
段
不
比
等
の
邸
の
場
面
で
は
、
門
を
出
て
す
ぐ
に
海
が
配
さ
れ
て
、
そ
の
海
は
唐
の
王
宮
へ
と
直
接
に
つ
な
が
り
、
更
に
、
王

宮
は
山
を
隔
て
て
再
び
大
海
へ
と
続
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
幅
と
も
一
二
つ
の
場
で
構
成
さ
れ
て
は
い
る
が
、
各
々
の
場
の
聞
に
は

連
続
性
が
保
た
れ
、
事
績
場
面
の
展
開
を
説
話
の
時
間
的
進
行
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
意
図
と
と
も
に
4

よ
り
大
き
な
背
景
の
中
に

包
摂
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。
従
っ
て
、
第
二
幅
、
第
三
幅
は
第
一
幅
の
一
画
面
一
場
の
画
面
構
成
主
は
異
な
っ
た
一
画
面
三
場

の
画
面
構
成
で
は
あ
る
が
、
互
い
の
場
の
聞
に
は
有
機
的
連
闘
が
強
く
、
第
一
幅
の
画
面
構
成
よ
り
脱
し
た
も
の
と
は
言
い
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
草
創
需
を
扱
う
三
幅
で
は
、
鳥
敵
的
と
近
接
的
、

一
つ
の
場
と
三
つ
の
場
と
い
っ
た
相
異
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
共

通
し
て
、
自
然
景
を
連
続
さ
せ
て
事
績
場
面
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
出
せ
る
。
ま
た
、
本
尊
・
寺
院
の
草
創
を
扱
い
な
が
ら
、

整
備
さ
れ
た
伽
藍
景
観
を
描
こ
う
と
せ
ず
、
第
三
幅
画
面
下
段
に
描
出
さ
れ
た
伽
藍
景
観
も
、
上
方
の
竜
宮
と
比
し
て
、
特
に
強
調
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
得
な
い
。
更
に
、
三
幅
中
に
看
取
さ
れ
た
霞
は
、

い
ず
れ
も
事
績
場
面
の
背
景
た
る
山
や
海
を
補
う
た
め
に
使
用

さ
れ
、
空
間
的
な
隔
り
を
意
図
し
、
画
面
を
分
断
す
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
、
志
度
寺
縁
起
第
一
幅
、
第
二
幅
、
第
三
幅
の
よ
う
に
、
個
々
の
事
績
場
面
を
、
鳥
敵
的
な
自
然
景
観
や
連
続
し
た
場
の
中
で



把
え
よ
う
と
す
る
画
面
構
成
は
、
琴
弾
宮
縁
起
（
香
川

観
音
寺
蔵

図
4
）
、
観
興
寺
縁
起
（
福
岡

幅

観
興
寺
蔵

申百

図

5
・
6
）
の
第
一
幅
、
東
大
寺
縁
起
（
奈
良

東
大
寺
蔵

二
幅
）
の
第
一
幅
の
諸
本
に
も
看
取
さ
れ
る
。

琴
弾
宮
縁
起
は
、
画
面
全
体
を
縁
起
の
舞
台
で
あ
る
琴
弾
山
に
あ
て
、
事
績
場
面
は
山
頂
の
雲
の
棚
引
く
と
こ
ろ
か
ら
画
面
左
方
の

山
裾
、
海
辺
に
散
在
す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
山
の
中
腹
に
は
縁
起
の
帰
結
と
し
て
琴
弾
宮
や
観
音
寺
の
社
頭
・
伽

（日）

藍
景
観
を
鳥
敵
的
に
描
出
し
、
縁
起
文
に
記
述
さ
れ
た
そ
れ
ら
堂
社
の
本
尊
・
祭
神
の
由
来
と
対
応
を
な
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
山
景
一
景
の
中
に
、
三
事
績
と
数
は
少
な
い
が
、
事
績
場
面
を
細
密
に
描
き
込
み
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
一
大
景
観
を
現
出
す

志度寺縁起絵考

る
。
更
に
、
霞
の
使
用
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。

観
興
寺
縁
起
第
一
幅
は
、
画
面
を
霞
に
よ
っ
て
主
山
た
る
前
景
の
大
き
な
山
と
遠
く
連
ら
な
る
三
山
の
二
つ
の
場
に
分
か
ち
、
前
景

山
中
に
大
き
く
殿
舎
を
描
出
し
て
、
こ
の
山
と
殿
舎
を
巡
る
よ
う
に
事
績
場
面
が
配
置
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
琴
弾
宮
縁
起
同
様
の
、
山

景
の
大
き
な
景
観
の
中
で
の
説
話
の
展
開
が
み
ら
れ
、
霞
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
は
い
る
が
、
前
景
山
中
の
殿
舎
場
面
か
ら
遠
山
山
上

の
場
面
へ
は
距
離
的
な
帰
り
が
感
じ
ら
れ
る
の
み
で
、
無
機
的
な
分
断
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
扱
わ
れ
る
縁
起
は
、
志
度
寺

縁
起
同
様
の
霊
木
の
奇
聾
で
あ
る
が
、
霊
木
の
発
見
に
留
ま
り
、
次
幅
を
も
っ
て
帰
結
さ
れ
る
。

東
大
寺
縁
起
第
一
幅
は
、
自
然
景
、
特
に
山
景
を
連
ら
ね
て
場
を
設
定
し
、
そ
の
山
聞
に
事
績
場
面
を
配
置
す
る
。
本
縁
起
の
場
合
、

山
景
の
や
や
単
調
と
な
っ
た
繰
り
返
し
ゃ
各
事
績
場
面
の
境
目
に
配
さ
れ
る
樹
木
の
異
常
な
大
き
さ
な
ど
、
画
面
を
分
断
し
よ
う
と
す

る
意
図
も
認
め
ら
れ
る
が
、
場
面
を
支
え
る
景
観
を
連
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
先
の
志
度
寺
縁
起
の
三
幅
と
共
通
す
る
と
言
っ
て

よ
い
。
し
か
し
、
事
績
場
面
の
配
置
は
、
説
話
の
時
間
的
進
行
に
忠
実
で
は
な
く
、
恋
意
的
と
も
一
言
守
え
る
。
即
ち
、
場
と
事
績
場
面
は

7 

密
接
に
関
連
す
る
が
、
説
話
の
時
間
的
進
行
に
は
拘
わ
ら
な
い
画
面
構
成
と
見
倣
さ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
志
度
寺
縁
起
第
一
幅
か
ら
第
三
幅
ま
で
の
三
幅
や
琴
弾
宮
縁
起
、
観
興
寺
縁
起
第
一
幅
、
東
大
寺
縁
起
第
一
幅
の
よ
う

に
、
自
然
景
や
殿
舎
を
背
景
と
し
て
事
績
場
面
を
展
開
さ
せ
る
画
面
構
成
は
、
既
に
法
隆
寺
絵
殿
の
聖
徳
太
子
絵
伝
に
認
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
絵
伝
の
画
面
構
成
は
、
各
隻
を
年
齢
的
条
件
や
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
描
き
分
け
、
各
隻
内
で
の
事
績
場
面
は
自
然

（口）

景
や
殿
舎
に
よ
っ
て
有
機
的
に
連
続
す
る
が
、
必
ず
し
も
年
次
を
追
っ
た
配
置
法
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
法
隆
寺

聖
徳
太
子
絵
伝
以
外
に
も
、

さ
ら
に
は
平
等
院
鳳
風
堂
壁
扉
画
吾
ど
平
安
時
代
の
大
画
面
形

式
の
仏
教
説
話
画
や
仏
画
に
お
い
て
は
、
自
然
景
を
重
視
し
、
そ
の
大
き
な
自
然
景
の
中
で
事
績
場
面
を
展
開
さ
せ
る
画
面
構
成
が
看

旧
永
久
寺
真
言
堂
の
真
言
八
組
行
状
図
、

取
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
先
の
掛
幅
形
式
縁
起
絵
諸
遺
品
の
自
然
景
を
背
景
と
す
る
画
面
構
成
は
、
平
安
時
代
に
既
に
成
立
し
て
い
た
壁

画
形
式
、
あ
る
い
は
障
子
絵
形
式
の
仏
教
説
話
画
の
古
い
ス
タ
イ
ル
を
継
承
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
四
幅
（
図
7
）
は
、
縁
起
文
の
第
三
巻
白
杖
童
子
縁
起
と
第
四
巻
当
願
暮
当
縁
起
の
二
つ
の
説
話
を
一
幅
で
ま
と
め
、
二
七
に
も

及
ぶ
事
績
を
取
り
扱
う
。
そ
れ
ら
事
績
場
面
は
ほ
ぼ
下
辺
よ
り
上
方
へ
と
配
さ
れ
る
が
、
前
幅
ま
で
の
よ
う
な
有
機
的
な
連
関
を
保
つ

た
も
の
で
は
な
い
。
志
度
寺
と
閤
魔
庁
の
場
面
が
、
特
に
大
き
く
扱
わ
れ
、
こ
の
利
生
謂
の
特
徴
で
あ
る
閤
魔
法
王
と
志
度
寺
の
関
係

を
強
調
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
志
度
寺
、
閤
魔
庁
以
外
の
場
面
は
霞
で
明
瞭
に
ほ
ぼ
七
つ
に
区
画
さ
れ
た
画
面
内
に
配
さ
れ
、
場
の

設
定
は
無
機
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
の
三
幅
で
は
み
ら
れ
な
い
一
画
面
多
場
の
画
面
構
成
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
多
く
の

場
の
中
で
も
、
特
に
志
度
寺
、
闇
魔
庁
と
い
う
特
定
の
場
の
強
調
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
事
績
場
面
の
配
置
は
説
話
の
時
間
的
進
行
に

忠
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
閤
魔
庁
左
側
の
霞
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
割
さ
れ
た
上
段
の
画
面
に
は
白
杖
童
子
が
閤
魔
庁



で
出
会
っ
た
女
と
夫
婦
と
な
る
事
績
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
場
面
か
ら
夫
婦
で
志
度
寺
を
再
建
す
る
場
面
へ
は
か
な
り
の
隔
り
が
あ
り
、

志
度
寺
．
の
場
面
を
中
段
に
強
調
し
た
た
め
に
生
じ
た
事
績
場
面
の
配
置
の
乱
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
幅
（
図
8
）
に
お
い
て
も
霞
に
よ
る
画
面
の
分
断
と
特
定
の
場
の
強
調
が
認
め
ら
れ
る
、
画
面
中
央
の
志
度
寺
の
伽
藍
と
画
面

左
方
下
段
の
閣
魔
庁
が
特
に
大
き
く
描
か
れ
、
強
調
さ
れ
た
場
と
言
え
る
。
画
面
右
方
上
段
の
長
谷
寺
の
伽
藍
も
、
先
述
し
た
長
谷
寺

と
の
関
係
を
示
す
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
幾
分
強
調
さ
れ
た
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
以
外
の
事
績
場
面
は
、
霞
に
よ
っ
て
分
割
さ

れ
た
ほ
ぼ
八
つ
の
場
の
中
に
描
き
込
ま
れ
る
。
本
幅
で
の
こ
の
霞
に
よ
る
画
面
分
割
の
程
度
は
、
第
四
幅
の
そ
れ
よ
り
も
強
く
、
特
に

志度寺縁起絵考

闇
魔
庁
の
上
方
の
各
事
績
場
面
は
、
四
段
に
明
瞭
に
分
割
さ
れ
た
画
面
に
上
か
ら
下
へ
と
順
序
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。
事
績
場
面
は

ほ
ぼ
上
辺
よ
り
下
方
へ
と
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
場
の
強
調
に
よ
っ
て
そ
の
配
置
に
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
松
竹
童

子
が
死
ん
で
開
魔
庁
へ
赴
く
場
面
は
そ
の
前
後
の
事
績
を
扱
う
場
面
と
は
切
り
離
し
て
配
さ
れ
て
い
る
。

第
六
幅
（
図

9
）
は
縁
起
文
第
七
巻
に
相
当
し
、
十
八
に
及
ぶ
事
績
を
描
き
込
む
。
本
幅
に
お
い
て
は
、
第
四
幅
、
第
五
幅
の
場
の

強
調
の
一
層
進
ん
だ
画
面
構
成
が
看
取
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
画
面
上
段
の
海
で
固
ま
れ
た
逆
三
角
形
の
部
分
に
志
度
寺
の
伽
藍
を
描
き
、

そ
の
下
の
画
面
を
左
右
に
分
割
し
て
左
に
閤
魔
庁
、
右
に
現
世
の
場
面
を
描
き
、
三
つ
の
大
き
な
場
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
第
六
幅

に
お
け
る
一
画
面
三
場
の
画
面
構
成
は
、
事
積
場
面
の
配
置
法
に
お
い
て
、
先
の
同
じ
く
一
画
面
三
場
構
成
で
あ
る
第
二
幅
、
第
三
幅

と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
事
績
場
面
は
、
こ
の
三
つ
の
場
の
聞
を
複
雑
に
往
来
し
、
説

話
の
時
間
的
進
行
の
無
視
さ
れ
た
配
置
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
幅
で
は
第
一
幅
、
第
二
幅
、
第
三
幅
の
よ
う

な
、
場
の
設
定
と
説
話
の
時
間
的
進
行
と
の
調
和
も
、
第
四
幅
、
第
五
幅
に
み
ら
れ
た
霞
に
よ
る
明
瞭
な
画
面
分
割
も
認
め
ら
れ
ず
、

9 

明
ら
か
に
三
つ
の
場
の
設
定
が
優
先
さ
れ
た
可
視
的
効
果
の
強
い
画
面
構
成
で
あ
る
と
言
い
得
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
一
二
つ
の
場
の
設
定
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は
第
四
幅
、
第
五
幅
で
み
ら
れ
た
志
度
寺
と
閤
魔
庁
を
強
調
す
る
も
の
か
ら
更
に
進
ん
で
、
志
度
寺
が
閤
魔
庁
と
現
世
を
従
え
た
よ
う

な
、
三
角
形
の
頂
点
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
霞
の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
形
態
は
第
四
幅
、

第
五
幅
の
よ
う
な
輪
郭
線
の
明
瞭
な
も
の
で
は
な
く
、
第
一
幅
の
そ
れ
に
近
い
。
そ
し
て
、
三
つ
の
強
調
さ
れ
た
場
の
中
で
、
画
面
を

分
割
し
て
場
を
設
定
す
る
と
い
う
機
能
が
弱
め
ら
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
第
六
幅
の
図
様
を
み
れ
ば
、
ま
ず
、
二
つ
の
閤
魔
庁
の
、
特
に
建
築
は
、
上
方
が
第
二
幅
の
唐
の
王
宮
の
、
下
方
が
第
三
幅

の
竜
宮
の
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
と
斗
棋
に
至
る
ま
で
同
一
と
し
、
そ
れ
ら
よ
り
援
用
し
た
か
、
あ
る
い
は
第
二
幅
、
第
三
幅
を
第
六
幅
の
制

作
の
折
に
改
変
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
六
幅
が
第
二
幅
、
第
三
幅
の
図
様
を
意
識
し

て
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
海
で
囲
ん
で
志
度
寺
を
遊
離
さ
せ
る
こ
と
は
、
金
戒
光
明
寺
本
地
獄
極

（時）

楽
園
に
類
似
し
、
本
幅
が
他
の
絵
画
遺
品
よ
り
多
く
そ
の
図
様
を
援
用
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
利
生
需
を
描
く
三
幅
に
お
い
て
は
画
面
構
成
の
相
異
が
認
め
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
第
四
幅
］
第
五
幅
で
は
霞
を
用
い
た

画
面
分
割
と
特
定
の
場
の
強
調
、
第
六
幅
で
は
三
つ
の
場
の
設
定
と
そ
の
一
一
層
の
強
調
で
あ
る
。
そ
し
て
j

第
六
幅
で
は
、
志
度
寺
の

伽
藍
を
現
世
、
闇
魔
庁
の
上
に
位
置
さ
せ
る
と
い
う
場
の
強
調
の
た
め
に
、
説
話
の
時
間
的
進
行
を
無
視
じ
た
、
縁
起
絵
の
性
格
を
逸

脱
し
た
画
面
構
成
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
場
の
強
調
と
い
う
点
で
は
先
述
の
琴
弾
宮
縁
起
、
観
興
寺
縁
起
の
第
二
幅
、
東
大
寺
縁
起
の
第
二
幅
の
よ
う
な
前
幅
か

ら
続
く
縁
起
の
帰
結
と
し
て
伽
藍
・
社
頭
景
観
の
描
出
が
指
摘
さ
れ
る
。
琴
弾
宮
縁
起
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
そ
れ
以
外
の

遺
品
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
観
興
寺
縁
起
第
二
幅
で
は
画
面
中
央
に
鳥
敵
的
に
観
興
寺
の
伽
藍
景
観
が
描
出
さ
れ
る
。
そ
れ
を
取
り
囲
む

よ
う
に
第
一
幅
よ
り
引
き
続
く
本
尊
造
立
謹
と
後
日
謹
と
し
て
の
利
生
曹
を
描
き
込
み
、
縁
起
の
帰
結
と
七
て
の
伽
藍
景
観
の
強
調
と



考
え
ら
れ
る
。
こ
の
伽
藍
景
観
の
強
調
に
よ
っ
て
、
利
生
謂
を
描
く
事
績
場
面
は
、
加
藍
を
は
さ
ん
で
画
一
面
上
方
と
下
辺
に
描
き
分
け

ら
れ
、
説
話
の
時
間
的
進
行
に
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
。
東
大
寺
縁
起
第
二
幅
で
は
、
画
面
全
体
に
東
大
寺
の
伽
藍
を
描
出
し
、
そ
の
中

に
大
仏
間
眼
供
養
と
潅
項
会
の
賑
々
し
い
事
績
場
面
が
描
き
込
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
縁
起
の
帰
結
と
し
て
の
伽
藍
景
観
の
強
調
と
見

徹
さ
れ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
観
一
興
寺
縁
起
、
東
大
寺
縁
起
の
他
幅
で
は
雄
大
な
自
然
景
観
や
場
の
有
機
的
連
続
の
中
で
事
績

場
面
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
縁
起
の
帰
結
と
し
て
の
伽
藍
景
観
を
強
調
す
る
一
画
面
一
場
の
場
の
強
調
と
言
え
る
。

次
に
、
閤
魔
庁
の
強
調
と
い
う
点
で
は
、
志
度
寺
縁
起
と
同
じ
く
閤
魔
庁
に
関
っ
た
縁
起
を
描
く
矢
田
地
蔵
縁
起
（
大
震

金
剛
山

寺
蔵

図
叩
、
日
）
に
も
看
取
さ
れ
る
。
矢
田
地
蔵
縁
起
は
、
現
在
二
幅
で
あ
る
が
、
元
来
は
一
一
幅
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

二
幅

志度寺縁起絵考

そ
の
大
き
な
画
面
に
三
つ
の
説
話
を
描
き
込
む
。
画
面
は
、
明
瞭
な
輪
郭
を
も
た
ぬ
霞
に
よ
っ
て
大
き
く
一
三
つ
の
場
に
分
け
ら
れ
、
上

段
よ
り
金
剛
山
寺
の
伽
藍
、
地
獄
・
閣
魔
庁
、
現
世
の
各
々
の
景
観
が
描
出
さ
れ
る
。
満
米
上
人
の
地
獄
一
巡
り
と
康
成
の
地
獄
で
の
事

績
を
地
獄
の
、
帯
状
で
は
あ
る
が
一
つ
の
場
と
し
て
把
え
ら
れ
る
画
面
に
描
き
込
む
た
め
に
、
両
方
の
説
話
に
時
間
的
進
行
の
乱
れ
が

生
じ
、
こ
の
地
獄
・
間
魔
庁
の
場
の
強
調
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
特
に
康
成
の
説
話
は
月
詣
の
功
徳
を
説
き
、
こ
の
地
獄
・
閤

魔
庁
の
強
調
は
当
寺
本
尊
地
蔵
書
薩
の
功
徳
を
強
調
す
る
意
図
と
解
し
て
よ
い
。
更
に
、
現
世
の
場
で
の
事
績
場
面
は
、
特
に
満
米
上

人
が
闇
魔
庁
へ
赴
く
経
過
な
ど
自
然
景
を
背
景
と
し
て
連
続
的
に
描
出
さ
れ
、
志
度
寺
縁
起
第
二
帽
に
近
く
、
場
の
強
調
と
一
つ
の
場

の
中
で
の
事
績
場
面
の
有
機
的
連
続
の
両
要
素
の
認
め
ら
れ
る
画
面
構
成
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
極
起
の
帰
結
と
し
て
の
金
剛
山

寺
の
景
観
は
画
面
上
段
の
細
長
い
画
面
に
、
第
三
話
と
と
も
に
描
出
さ
れ
、
先
述
の
観
興
寺
縁
起
第
二
幅
一
に
み
た
よ
う
な
強
調
さ
れ
た

景
観
描
写
で
は
な
い
。
有
馬
温
泉
寺
縁
起
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵

一
幅
）
で
も
画
面
の
中
段
に
閣
魔
庁
、
最
上
段
に
温
泉
寺
の
景
観

11 

を
描
く
点
で
は
矢
田
地
蔵
縁
起
と
類
似
す
る
。
し
か
し
、
画
面
を
霞
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
六
段
に
明
瞭
に
分
断
し
、
各
段
で
説
話
の
時
間
的
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進
行
を
忠
実
に
追
っ
て
事
績
場
面
を
配
置
す
る
点
で
、
矢
田
地
蔵
縁
起
に
み
た
よ
う
な
場
の
強
調
と
そ
れ
に
よ
る
説
話
の
時
間
的
進
行

の
乱
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

次
に
、
霞
に
よ
る
明
瞭
な
画
面
分
割
は
、
有
馬
温
泉
寺
縁
起
の
他
に
も
当
麻
憂
茶
羅
縁
起
（
和
歌
山

清
浄
心
院
蔵

一
幅
）
、
同
縁

起
こ
幅
本
（
奈
良

当
麻
寺
蔵
）
、
誓
願
寺
縁
起
（
京
都

誓
願
寺
蔵

三
幅
）
、
北
野
天
神
縁
起
（
東
京

北
野
天
神
社
蔵

七
幅
）
、
善

光
寺
知
来
絵
伝
の
妙
源
寺
本
（
三
幅
）
、
本
証
寺
本
（
四
幅
）
、
満
性
寺
本
（
四
幅
）
の
諸
本
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
本
に
用
い
ら
れ

た
震
に
は
そ
の
形
態
、
機
能
に
相
異
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
霞
の
形
態
で
は
幅
の
広
い
、
明
瞭
な
輪
郭
線
を
も
た
ぬ
穏
や
か
な
も

の
と
、
輪
郭
線
の
明
瞭
な
彩
色
の
濃
い
も
の
の
相
異
、
機
能
で
は
時
間
的
、
空
間
的
な
隔
り
を
示
す
も
の
と
、
時
間
的
進
行
や
画
面
の

細
分
化
の
た
め
の
も
の
の
相
異
で
あ
る
。
特
に
機
能
の
相
異
は
説
話
の
時
間
的
進
行
と
場
の
設
定
の
関
連
と
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

時
間
的
、
空
間
的
な
隔
り
を
示
す
霞
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
霞
の
下
に
か
く
さ
れ
た
場
が
意
識
さ
れ
、
霞
を
用
い
つ
つ
も
個
々

の
場
の
聞
に
連
関
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
時
間
的
進
行
や
画
面
の
細
分
化
を
は
か
る
霞
が
用
い

ら
れ
る
場
合
は
、
霞
に
よ
っ
て
上
下
を
区
画
さ
れ
た
帯
状
画
面
を
絵
巻
を
積
み
重
ね
た
よ
う
に
順
序
よ
く
配
列
し
、
各
事
績
場
面
は
そ

の
帯
状
画
面
に
限
定
さ
れ
、
場
面
聞
の
連
関
は
断
た
れ
る
こ
と
に
な
る
℃
形
態
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
前
者
の
機
能
を
も
っ
霞
に
は
、

明
瞭
な
輪
郭
線
を
も
た
ぬ
霞
が
多
く
認
め
ら
れ
、
後
者
の
機
能
を
も
っ
霞
に
は
明
瞭
な
輪
郭
線
を
も
っ
霞
が
多
い
と
言
え
る
守
。
先
に
挙

げ
た
遺
品
を
み
れ
ば
、
当
麻
憂
茶
羅
縁
起
清
浄
心
院
本
の
霞
は
前
者
の
形
態
、
機
能
を
示
し
、
自
然
景
と
の
併
用
が
認
め
ら
れ
、
大
き

く
画
面
を
区
画
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
霞
に
か
く
さ
れ
た
場
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
同
縁
起
二
幅
本
、
誓
願
寺
縁
起
第
一
幅
、
第
二

（忽）幅
で
は
明
瞭
な
輪
郭
線
を
も
た
ぬ
霞
を
階
段
状
に
配
す
る
が
、
そ
の
下
に
場
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
北
野
天
神
縁
起
、
釜
口
光
寺
如
来

絵
伝
の
諸
本
の
霞
は
画
面
を
横
一
線
に
区
切
る
も
の
と
な
り
、
絵
巻
を
積
み
重
ね
た
よ
う
な
画
面
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
志
度
寺
縁
起



の
第
一
幅
、
第
二
幅
、
第
三
幅
の
霞
が
前
者
の
形
態
、
機
能
を
一
不
す
の
に
対
し
、
第
四
幅
、
第
五
幅
の
霞
は
、
画
面
を
横
一
線
に
分
断

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
後
者
の
形
態
と
機
能
を
有
す
る
と
言
え
る
。
第
六
幅
の
霞
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
幅
の
霞
の
形
態
に
近

く
、
大
き
な
三
つ
の
場
の
強
調
の
中
で
、
そ
の
機
能
を
弱
め
ら
れ
た
も
の
と
言
い
得
る
。

ま
た
、
第
六
幅
に
認
め
ら
れ
た
説
話
の
時
間
的
進
行
の
無
視
や
、
志
度
寺
の
伽
藍
景
観
の
縁
起
世
界
か
ら
の
遊
離
は
、
玉
垂
宮
縁
起

（
福
岡

玉
垂
宮
蔵

図
ロ
・
日
）
、
清
園
寺
縁
起
（
京
都

清
国
寺
蔵

三
幅
）
、
善
光
寺
如
来
絵
伝
（
個
人
蔵

三
幅
）
な
ど

幅

に
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
川
出
）

た
縁
起
絵
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
第
六
幅
が
、
第
二
幅
、
第
三
幅
、
あ
る
い
は
金
戒
光
明
寺
本
か
ら
図
様
を
援
用
す
る
と
い
う
点
で
、

こ
れ
ら
諸
遺
品
で
は
、
事
績
場
面
を
戯
画
的
に
描
出
し
、
そ
の
画
風
も
素
朴
で
、
庶
民
を
対
象
に
し

志度寺縁起絵考

善
光
寺
如
来
絵
伝
個
人
蔵
本
な
ど
の
遺
品
と
共
通
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
画
風
と
同
様
に
先
の
諸
遺
品
の
よ
う
な
意
図

（

お

）

を
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
第
五
幅
と
第
六
幅
の
聞
に
存
し
た
で
あ
ろ
う
一
幅
は
、
そ
の
説
話
が
第
四
幅
、
第
五
幅

と
類
似
し
た
志
度
寺
と
閤
魔
庁
の
関
係
や
堂
舎
建
立
の
功
徳
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
点
よ
り
、
お
そ
ら
く
第
四
幅
、
第
五
幅
と
共
通

し
た
志
度
寺
と
開
魔
庁
を
強
調
し
た
画
面
構
成
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
志
度
寺
縁
起
の
画
面
構
成
を
検
討
し
た
結
果
、
現
存
す
る
六
幅
の
う
ち
に
、
各
々
異
な
っ
た
場
の
設
定
が
認
め
ら
れ
た
。
そ

れ
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
第
一
幅
の
よ
う
に
雄
大
な
自
然
景
を
一
つ
の
場
と
し
て
設
定
す
る
画
面
構
成
（
一
画
面
一
場
の
構
成
）
と
、
第
四
幅
・
第
五

幅
の
よ
う
に
霞
に
よ
っ
て
画
面
を
細
分
化
し
て
多
く
の
場
を
設
定
す
る
画
面
構
成
（
一
画
面
多
場
の
構
成
）
の
二
種
類
の
画
面
構
成
が

認
め
ら
れ
た
。
第
二
幅
や
第
三
幅
は
一
画
面
三
場
の
画
面
構
成
で
あ
り
な
が
ら
、
各
々
の
場
の
聞
で
連
続
を
は
か
ろ
う
と
す
る
点
で
、

13. 

第
一
一
幅
に
近
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
第
六
幅
は
、
画
面
を
志
度
寺
、
閣
魔
庁
、
現
世
の
三
つ
の
場
で
構
成
し
て
い
る
も
の
の
、
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第
二
幅
や
第
三
幅
の
よ
う
な
説
話
進
行
の
遵
守
や
場
の
有
機
的
連
続
は
認
め
ら
れ
、
ず
、
そ
れ
ら
と
は
区
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
そ
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
場
の
性
格
の
相
異
を
み
れ
ば
、
第
一
幅
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
描
出
さ
れ
る
山
景
や
水
景
な
ど
特
定

の
場
所
を
示
さ
な
い
い
わ
ば
背
景
化
さ
れ
た
場
と
、
第
四
幅
・
第
五
幅
の
志
度
寺
、
閣
魔
庁
の
よ
う
な
特
定
の
場
所
を
大
き
く
描
出
す

る
強
調
さ
れ
た
場
の
二
つ
の
異
な
っ
た
性
格
が
認
め
ら
れ
た
。
第
二
幅
、
第
三
幅
で
も
唐
土
、
竜
宮
と
い
う
た
特
定
の
場
所
の
描
出
が

認
め
ら
れ
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
こ
れ
ら
各
々
の
場
は
有
機
的
な
連
続
の
も
と
に
自
然
に
配
さ
れ
、
第
四
幅
、
第
五
幅
の
よ
う
な
画
面

中
央
、
あ
る
い
は
下
辺
に
独
立
し
て
描
出
さ
れ
る
場
合
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
第
一
幅
下
段
の
観
音
堂
の
描
出
と
同

様
の
背
景
化
さ
れ
た
場
の
性
格
を
有
す
る
と
見
倣
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
四
幅
、
第
五
幅
で
も
志
度
寺
、
閤
魔
庁
以
外
の
場
は
、
細
分
化

さ
れ
て
は
い
る
が
、
背
景
化
さ
れ
た
場
と
言
え
よ
う
。
第
六
幅
で
は
先
述
の
と
お
り
、
志
度
寺
が
よ
り
一
層
強
調
さ
れ
た
場
と
し
て
描

出
さ
れ
て
い
る
。

更
に
、
こ
の
場
の
設
定
と
い
う
観
点
を
志
度
寺
縁
起
以
外
の
諸
遺
品
に
ま
で
及
ぼ
し
て
検
討
し
た
結
果
、
志
度
寺
縁
起
で
は
認
め
ら

れ
な
い
画
面
構
成
も
看
取
さ
れ
た
。

一
画
面
一
場
の
画
面
構
成
に
は
、
山
、
川
、
海
の
連
続
し
た
自
然
景
観
を
背
景
と
す
る
構
成
の
み

な
ら
ず
、
山
景
一
景
、
あ
る
い
は
伽
藍
・
社
頭
の
景
観
の
み
に
よ
る
構
成
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
の
中
で
も
、
伽
藍

－
社
頭
景
観
の
み
で
構
成
す
る
も
の
は
、

禄
起
の
帰
結
と
し
て
そ
の
よ
う
な
景
観
を
強
調
す
る
と
い
う
意
図
に
依
っ
て
お
り
、

画
面

一
場
の
、
場
の
強
調
と
し
て
は
最
も
強
度
な
も
の
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
志
度
寺
縁
起
第
四
幅
、
第
五
幅
の
志
度
寺
の
伽
藍
景
観
を
一

幅
全
体
に
ま
で
拡
げ
た
構
成
と
も
言
い
得
る
だ
ろ
う
。

方

一
画
面
多
場
の
画
面
構
成
を
と
る
遺
品
に
は
、
矢
田
地
蔵
縁
起
の
よ
う
に
一
画
面
三
場
で
、
特
に
地
獄
・
開
魔
庁
を
強
調
す

る
遺
品
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
の
強
調
も
、
志
度
寺
縁
起
第
四
幅
、
第
五
幅
同
様
、
説
話
の
内
容
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ



の
他
の
遺
品
は
、
霞
に
よ
っ
て
画
面
を
細
分
化
し
て
多
く
の
場
を
設
定
す
る
画
面
構
成
を
と
る
。
こ
れ
ら
遺
品
は
、
画
面
を
分
断
す
る

霞
の
形
態
と
機
能
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
明
瞭
な
輪
郭
線
を
も
た
ぬ
、
そ
の
下
に
場
を
意
識
し
た
霞

を
用
い
る
遺
品
と
、
明
瞭
な
輪
郭
線
を
も
ち
、
画
面
を
細
分
化
す
る
霞
を
用
い
る
遺
品
の
二
種
で
あ
る
。
前
者
が
説
話
の
時
間
的
進
行

と
と
も
に
、
事
績
場
面
の
背
景
と
し
て
の
場
を
尊
重
す
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
説
話
の
時
間
的
進
行
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
判

っ
た
。こ
の
よ
う
に
志
度
寺
縁
起
六
幅
に
は
、
他
の
諸
遺
品
に
も
認
め
ら
れ
る
画
面
構
成
の
種
々
の
様
相
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
は
、

一
画
面
一
場
か
一
画
面
多
場
か
と
い
う
画
面
分
割
の
相
異
と
背
景
化
さ
れ
た
場
か
強
調
さ
れ
た
場
か
と
い
う
場
の
性
格
の
相
異

志度寺縁起絵考

に
集
約
さ
れ
る
、
だ
ろ
う
。

む
す
び

以
上
、
志
度
寺
縁
起
六
幅
の
画
面
構
成
の
異
同
を
観
察
し
た
結
果
、
各
幅
の
、
画
面
構
成
の
根
本
的
な
構
成
の
原
理
に
は
大
き
な
相
異

の
存
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
嘉
暦
元
年
三
三
二
六
）
頃
よ
り
同
三
年
（
一
三
二
八
）
に
か
け
て
制
作
さ
れ

た
二
二
幅
に
も
及
ぶ
本
法
寺
法
華
経
憂
茶
羅
図
の
よ
う
な
、
制
作
に
一
貫
性
の
あ
る
諸
幅
に
お
け
る
細
部
の
操
式
的
異
同
な
ど
に
く
ら

ベ
て
、

一
段
と
大
き
な
相
異
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
志
度
寺
縁
起
六
幅
各
幅
に
は
そ
れ
ら
制
作
に
↓
貫
性
の
あ
る
説
話
画

に
は
み
ら
れ
な
い
複
雑
な
制
作
事
情
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、

一
つ
に
は
制
作
時
期
や
絵
師
の
相
異
が
想
定
さ
れ
る
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
画
面
構
成
の
相
臭
、
特
に
一
画
面
一
場
と
一
画

15 

面
多
場
の
相
異
に
よ
っ
て
第
一
幅
・
第
二
幅
・
第
三
幅
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
、
第
四
幅
・
第
五
幅
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
、
第
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六
幅
と
大
き
く
類
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
類
別
は
細
部
表
現
の
相
異
と
も
対
応
を
な
し
、
六
幅
の
先
後
関
係
と
し
て
、

草
創
謹
を
描
く
三
幅
が
先
行
し
、
そ
の
後
、
志
度
寺
の
独
自
性
を
示
す
た
め
に
利
生
語
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う
推
測
を
可
能
に
す
る
。

あ
る
い
は
、

一
歩
譲
っ
て
制
作
時
期
に
は
隔
り
が
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
各
グ
ル
ー
プ
で
の
絵
師
の
系
統
の
相
異
は
否
定
し
得
な
い

も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
破
損
に
よ
る
修
補
、
あ
る
い
は
新
調
と
い
う
場
合
も
十
分
想
定
さ
れ
、
細
部
一
に
わ
た
っ
て
一
層
の
検
討
を

要
す
る
問
題
で
あ
る
。

次
に
、
場
の
強
調
に
関
連
し
て
は
、
説
話
内
容
の
相
異
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
利
生
謂
を
扱
う
各
幅
に
お

い
て
は
、
志
度
寺
、
閣
魔
庁
と
い
っ
た
特
定
の
場
の
強
調
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
場
の
強
調
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
説
話
中
の
志
度
寺
と

間
魔
庁
の
結
び
つ
き
ゃ
志
度
寺
堂
舎
建
立
の
功
徳
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
矢
田
地
蔵

縁
起
の
月
詣
の
功
徳
を
一
不
す
地
獄
・
閤
魔
庁
の
場
の
強
調
と
共
通
の
意
図
で
あ
り
、
利
生
謂
に
お
い
て
、
そ
の
功
徳
を
示
す
特
別
の
場

所
の
明
示
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
利
生
謹
に
お
け
る
特
定
の
場
の
強
調
は
第
六
幅
に
至
っ
て
や
や
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
出
す
。

第
六
幅
で
は
、
明
ら
か
に
庶
民
を
対
象
と
し
た
縁
起
絵
の
画
面
構
成
に
近
づ
き
、
縁
起
絵
の
終
末
期
を
予
想
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
第
六

幅
に
描
か
れ
た
志
度
寺
の
伽
藍
の
描
法
を
見
て
も
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
前
幅
ま
で
の
一
定
の
視
点
を
も
っ
て
描
出
さ
れ
た
整
然
と
し
た

伽
藍
配
置
か
ら
、
自
由
な
視
点
よ
り
、
す
べ
て
の
堂
社
、
更
に
は
近
在
の
民
家
ま
で
も
描
き
込
ん
だ
配
置
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

（お）

既
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
本
縁
起
の
他
の
幅
に
お
い
て
も
擁
起
の
帰
結
と
し
て
の
伽
藍
景
観
に
参
詣
者
が
多
数
描
か
れ
、
そ
れ
が
、
社

寺
参
詣
憂
茶
羅
へ
の
崩
芽
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
が
、
第
六
幅
で
は
更
に
、
そ
れ
に
接
近
し
た
様
相
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
玉
垂
宮
縁
起
や
清
園
寺
縁
起
の
社
頭
・
伽
藍
景
観
を
描
く
幅
が
、
既
に
縁
起
世
界
を
離
脱
し
、
独
立
し
て
存
在
す
る
こ
と

と
、
第
六
幅
の
こ
の
賑
や
か
な
伽
藍
景
観
の
描
写
は
、
社
寺
参
詣
曇
茶
羅
な
ど
の
庶
民
向
け
の
宗
教
絵
画
へ
の
強
い
傾
斜
を
示
し
て
い



る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
本
稿
で
扱
う
諸
遺
品
の
図
版
、
な
ら
び
に
事
績
配
置
図
は
、
紙
数
の
関
係
上
、
こ
れ
を
割
愛
し
た
が
、
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
社
寺
縁
起
絵
』

（
昭
和
四
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
）

j主

志度寺縁起絵考

『
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
霊
験
所
歌
三
一

O
に
は
、

四
方
の
霊
験
所
は
、
伊
豆
の
走
り
湯
、
信
濃
の
戸
隠
、
駿
河
の
富
士
の
山
、
伯
蓄
の
大
山
、
丹
後
の
成
相
と
か
。
土
佐
の
室
生
戸

讃
岐
の
志
度
の
道
場
と
こ
そ
聞
け
。

井
」
ふ
め
マ
令
。

（2
）
梅
津
次
郎
「
志
度
寺
絵
縁
起
に
就
い
て
」
（
『
国
華
』
第
七
六

O
号
昭
和
一
二

O
年

二

O
八
l
－
二
二
三
頁
）
。

以
下
の
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
事
績
場
面
の
比
定
、
そ
の
他
同
論
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（3
）
各
幅
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
現
在
ま
で
、
検
討
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

第
一
一
帽
、
第
二
幅
、
第
三
幅
は
、
絵
解
に
よ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
剥
落
、
損
傷
が
ひ
ど
く
後
補
と
解
さ
れ
る
箇
所
も
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
、
三
幅
を
通
じ
て
、
墨
線
に
よ
る
岩
や
人
物
の
面
貌
へ
の
描
き
足
し
、
洲
浜
な
ど
に
賦
さ
れ
た
白
い
顔
料
等
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
第
二
幅
で
は
漢
画
的
な
岩
な
ど
か
な
り
画
面
の
印
象
を
変
化
さ
せ
る
後
補
が
あ
り
、
第
六
一
臓
に
み
る
筆
致

と
共
通
し
て
お
り
、
第
六
幅
制
作
時
の
後
補
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
ら
後
補
を
除
い
て
み
れ
ば
、
三
幅
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
信
貴
山
縁

起
以
来
の
や
や
太
め
の
墨
線
に
よ
る
勢
い
の
あ
る
山
の
表
現
や
、
第
一
幅
下
段
観
音
彫
造
の
場
面
に
お
け
る
、
一
一
遍
上
人
絵
伝
に
み
る

よ
う
な
墨
調
の
つ
よ
い
、
屈
曲
、
よ
じ
れ
の
顕
著
な
樹
木
な
ど
古
様
と
新
様
の
混
合
し
た
様
式
が
看
取
さ
れ
、
観
興
寺
縁
起
な
ど
に
通

じ
る
表
現
法
で
あ
る
。
そ
の
画
面
構
成
の
古
様
さ
と
先
の
細
部
手
法
よ
り
み
て
、
康
永
二
年
よ
り
は
以
前
の
同
時
制
作
と
見
倣
さ
れ
る
。

第
四
幅
、
第
五
幅
は
画
面
構
成
に
お
い
て
類
似
を
み
せ
る
が
、
細
部
手
法
は
か
な
り
相
異
が
あ
る
。
ま
ず
、
地
塗
の
色
や
山
の
色
が

1 
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両
者
で
異
な
る
。
第
四
幅
で
は
地
色
に
や
や
濃
い
自
の
黄
土
を
用
い
、
山
、
岩
、
海
な
ど
は
濃
い
緑
青
や
群
青
を
賦
す
の
に
対
し
、
第

五
幅
で
は
全
体
に
淡
い
色
調
で
あ
る
。
震
も
、
第
四
幅
で
は
白
い
明
瞭
な
輪
郭
線
を
も
ち
、
内
側
を
濃
い
群
青
で
塗
り
つ
ぶ
す
の
に
対

し
、
第
五
幅
で
は
細
墨
線
を
外
に
ひ
き
、
そ
の
内
側
に
白
線
、
さ
ら
に
淡
い
群
青
か
ま
た
は
地
を
残
す
。
人
物
表
現
に
お
い
て
は
第
四

幅
が
濃
彩
色
を
施
し
て
、
類
直
な
描
線
で
描
き
起
す
の
に
対
し
て
、
第
五
幅
は
や
や
あ
た
り
を
つ
け
た
第
四
幅
に
比
し
て
伸
び
の
あ
る

描
線
で
描
き
起
し
を
行
う
。
山
や
岩
も
同
様
に
第
四
幅
は
平
板
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
四
幅
と
第
五
幅
で
は
事
物
の
立

体
感
の
把
握
に
相
異
が
あ
り
、
第
五
幅
の
方
が
優
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
樹
木
な
ど
に
も
同
様
の
相
異
が
認
め
ら
れ
、
第

五
幅
の
筆
致
は
正
統
的
な
大
和
絵
描
法
の
古
様
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
第
五
幅
に
看
取
さ
れ
る
筆
致
を
、
十
四
世
紀
の
絵
巻
類

に
求
め
る
な
ら
ば
、
特
に
人
物
表
現
に
L

布
い
て
徳
治
二
年
（
二
二

O
七
）
よ
り
制
作
が
開
始
さ
れ
た
法
然
上
人
絵
伝
巻
九
な
ど
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
描
線
の
硬
軟
よ
り
す
れ
ば
旧
軸
金
具
銘
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
頃
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
第
四
幅
も
同
様
の
絵
巻
系
の
絵
師
で
あ
ろ
う
が
、
第
五
幅
よ
り
時
期
が
下
が
っ
て
の
制
作
か
、
あ
る
い
は
同
時
期
の
腕
の
劣
っ

た
絵
師
の
制
作
か
判
別
し
難
い
。
今
後
、
更
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
第
六
幅
は
、
他
幅
と
全
く
異
な
り
、
そ
の
筆
致
の
性
格
は

素
朴
で
、
か
な
り
く
ず
れ
の
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
関
魔
法
王
や
役
人
の
顔
は
先
の
幅
と
比
較
し
て
も
峻
厳
さ
は
な
く
、
か

え
っ
て
滑
稽
味
が
あ
る
。
そ
の
他
、
岩
や
樹
木
で
は
描
線
が
た
よ
り
な
く
、
二
度
も
三
度
も
な
ぞ
っ
た
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
先
に
指
摘

し
た
よ
う
に
第
一
幅
、
第
二
幅
、
第
三
幅
の
後
補
の
描
線
と
問
責
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
幅
の
い
た
み
の
ひ
ど
く
な
る
頃
に
制
作
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
簡
単
に
筆
致
の
相
異
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
制
作
の
時
期
に
つ
い
て
は
即
答
を
避
け
た
。
お
そ
ら
く
、
草
創
謂
を
扱
う
幅
が

ま
ず
制
作
さ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
第
四
幅
、
第
五
幅
の
ど
ち
ら
か
が
制
作
さ
れ
て
、
最
後
に
第
六
幅
が
制
作
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
、

第
六
幅
の
制
作
は
や
や
隔
り
を
も
た
せ
て
も
よ
い
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
康
永
二
年
制
作
は
第
四
幅
か
第
五
幅
の
い
ず
れ
か
を
想

定
し
た
い
。

（4
）
七
巻
の
縁
起
文
の
文
体
、
筆
者
、
絵
と
の
対
応
を
示
す
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第
一
巻
御
衣
木
縁
起
調
漢
文
兼
空
上
人
筆
絵
第
一
幅

第
二
巻
志
度
道
場
縁
起
調
漢
文
相
良
武
任
筆
絵
第
二
・
三
幅
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第
三
巻
自
杖
童
子
縁
起
詞
漢
文
世
尊
寺
行
房
筆
絵
第
四
幅
下
半
部

第
四
巻
当
願
暮
当
縁
起
詞
和
文
兼
空
上
人
筆
絵
第
四
幅
上
半
部

第
五
巻
松
竹
妻
子
縁
起
調
漢
文
筆
者
不
明
絵
第
五
幅

第
六
巻
千
歳
童
子
縁
起
調
和
文
兼
空
上
人
筆
絵
欠

第
七
巻
阿
一
蘇
生
縁
起
調
和
文
相
良
正
任
筆
絵
第
六
輔

そ
の
他
、
『
志
度
道
場
勧
進
帳
』
一
巻
（
詞
漢
文
）
と
『
生
駒
家
当
山
奥
書
』
一
巻
（
同
文
八
通
）
が
遣
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
志
度
寺
縁
起
と
長
谷
寺
縁
起
の
関
係
は
、
既
に
中
野
玄
三
氏
の
指
摘
が
あ
る
0

・
中
野
玄
三
「
社
寺
縁
起
絵
論
」
（
奈
良
国
立
博
物
館
編

『
社
寺
縁
起
絵
』
昭
和
五

O
年
五
五
頁
可

（6
）
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
教
美
術
』
四
国
一
二

0
0
1二
O
一
真
。

（
7
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書
一
三
二
八
頁
。

（8
）
違
日
出
典
氏
は
、
成
立
時
期
を
南
北
朝
・
室
町
時
代
初
期
と
し
て
お
ら
れ
る
（
違
日
出
典
『
室
生
寺
及
び
長
谷
寺
の
研
究
』
昭
和
四
五

年

一

九

九

1
二
O
一
頁
〉
が
、
宮
次
男
氏
は
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
に
霊
木
漂
流
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
十
三
世
紀

前
半
に
体
成
立
し
て
い
た
説
話
で
あ
る
こ
と
を
推
察
さ
れ
て
い
る
。
宮
次
男
「
研
究
資
』
訳
谷
寺
縁
起
」
（
『
美
術
研
究
』
第
二
七
五
号

昭
和
四
六
年
三
三
｜
三
四
頁
可

（9
）
長
谷
寺
縁
起
絵
巻
は
本
尊
造
立
謂
の
み
を
描
き
、
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
と
一
具
と
し
て
勧
進
の
際
に
持
ち
歩
か
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

て
い
る
。
宮
次
男
前
掲
論
文
六
九
頁
。

（
叩
）
第
七
巻
阿
一
蘇
生
縁
起
の
巻
末
に
は
「
文
保
元
年
十
二
月
日
沙
靖
阿
一
敬
白
」
と
あ
る
。

（U
）
第
五
巻
松
竹
童
子
縁
起
に
は
「
然
当
寺
者
是
淡
魔
法
王
氏
寺
之
由
捧
最
初
建
立
之
縁
起
令
語
聞
之
」
、
第
七
巻
千
歳
童
子
縁
起
に

は
「
愛
－
二
人
の
聖
三
巻
の
縁
起
お
も
て
来
り
此
堂
は
瑛
魔
法
王
氏
寺
也
霊
験
め
で
た
く
ま
す
云
々
」
と
あ
り
、
縁
起
文
が
次

々
と
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
ロ
）
菊
竹
淳
一
「
九
州
の
縁
起
絵
」
（
『
仏
教
芸
術
』
第
七
六
号
昭
和
四
五
年
七
六
｜
七
七
頁
可

（
日
）
梅
津
次
郎
前
掲
論
文
二
二
二
頁
。
梅
津
氏
は
、
こ
の
二
つ
の
縁
起
文
が
と
も
に
、
一
人
称
の
候
文
で
あ
る
こ
と
、
第
七
巻
末
尾
に
我

19 
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が
国
の
神
名
の
数
々
を
挙
げ
て
、
起
請
す
る
こ
と
な
ど
を
そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

（
H
）
世
尊
寺
行
房
は
『
太
平
記
』
巻
三
に
そ
の
名
が
あ
り
、
元
弘
元
年
（
一
三
三
二
に
生
存
が
確
か
め
ら
れ
る
。

（
日
）
『
七
宝
山
縁
起
』
一
巻
（
紙
本
墨
書
）
徳
治
二
年
（
二
二

O
七
）
の
奥
書
が
あ
る
。
前
掲
『
仏
教
美
術
』
四
国
一

八
頁
。

（
同
）
本
縁
起
に
つ
い
て
は
、
菊
竹
淳
一
前
掲
論
文
（
五
七
｜
六
三
頁
）
、
吉
岡
崎
富
士
彦
「
観
興
寺
縁
起
図
」
（
『
ミ
ユ
ゼ
ア
ム
』
第
一
七
八
号

昭
和
四
一
年
七
｜
一
一
頁
）
に
詳
し
い
。
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
菊
竹
淳
一
氏
は
鎌
倉
時
代
中
期
を
遡
ら
ぬ
時
期
、
高
崎
氏
は
鎌
倉

時
代
末
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
二
幅
に
お
い
て
は
遠
景
的
と
近
景
的
と
い
っ
た
視
点
の
相
異
と
山
の
数
法
、
人
物
表
現
と
い
っ
た
細

部
表
現
で
差
異
を
み
せ
る
。
制
作
年
代
が
異
な
る
と
も
思
わ
れ
る
。

（
口
）
本
絵
伝
の
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
の
特
色
に
つ
い
て
は
秋
山
光
和
「
法
隆
寺
絵
殿
の
聖
徳
太
子
伝
障
子
絵
」
（
『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研

究
』
昭
和
三
九
年
一
九
六
頁
）
、
菊
竹
淳
一
「
聖
徳
太
子
絵
伝
の
国
像
的
系
譜
」
（
叶
美
術
史
』
第
九
九
・
一

O
O合
併
号
昭
和
五
一

年

一

O
八
頁
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。

（
日
）
金
戒
光
明
寺
本
地
獄
極
楽
図
で
は
、
志
度
寺
縁
起
第
六
幅
と
同
様
に
極
楽
浄
土
を
海
で
囲
ん
で
現
世
や
地
獄
・
閤
魔
庁
と
分
離
さ
せ
る

画
面
構
成
が
と
ら
れ
、
現
世
と
地
獄
の
場
面
に
下
品
下
生
の
往
生
と
に
せ
来
迎
、
地
獄
で
の
救
済
の
各
説
話
が
搭
か
れ
て
い
る
。

（
凹
）
こ
れ
ら
遺
品
の
よ
う
に
一
幅
全
体
に
亘
っ
て
伽
藍
を
描
出
す
る
画
面
構
成
は
、
例
え
ば
、
琴
弾
宮
縁
起
は
奈
良
国
立
博
物
館
本
山
王

宮
回
受
茶
羅
、
東
大
寺
縁
起
第
二
幅
は
輿
福
寺
本
春
日
社
寺
憂
茶
経
と
い
う
よ
う
に
宮
憂
茶
羅
や
社
寺
憂
茶
緩
と
類
似
す
る
が
、
一
方
は

縁
起
絵
、
一
方
は
礼
拝
画
と
い
う
性
格
の
相
異
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
宮
憂
茶
羅
が
風
景
画
的
な
社
殿
描
写
へ
と
定
形
化
す
る
の
は
早
く

と
も
十
三
世
紀
末
期
と
考
え
ら
れ
、
琴
弾
宮
縁
起
に
直
接
影
響
を
与
え
る
に
は
遅
い
時
期
で
あ
る
と
い
え
る
。
宮
憂
茶
羅
の
定
形
化
に

つ
い
て
は
、
中
島
博
「
宮
曇
茶
羅
の
成
立
と
発
展
」
（
『
美
術
史
』
第
一

O
二
号
昭
和
五
二
年
九
五
頁
）
が
詳
し
い
。

（
却
）
本
縁
起
に
つ
い
て
は
、
梅
津
次
郎
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
の
諸
相
」
（
『
美
術
史
』
第
三
九
号
昭
和
三
六
年
六
七
｜
七
七
頁
）
が
詳
し

ぃ
。
同
論
文
に
お
い
て
は
図
相
の
異
同
に
よ
り
、
本
縁
起
が
絵
巻
本
（
矢
田
寺
蔵
）
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。
梅
津
氏
は
制
作
年
代
を
鎌
倉
時
代
末
期
と
さ
れ
て
い
る
。

（
幻
）
本
縁
起
に
つ
い
て
は
、
梅
津
次
郎
「
有
馬
温
泉
寺
絵
縁
起
に
就
い
て
」
（
叶
大
和
文
華
』
第
一
七
号

一
九
六
｜
一
九

昭
和
三

O
年

四
八

l
五
四
頁
）
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に
詳
し
い
。
同
論
文
に
依
れ
ば
、
『
臥
雲
日
件
録
』
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
四
月
十
八
日
の
条
、
『
蔭
涼
軒
目
録
』
文
正
元
年
（
一

四
六
七
）
二
月
九
日
の
条
、
『
親
長
卿
記
』
文
明
十
二
年
（
一
四
八

O
）
四
月
三

O
日
の
条
の
そ
れ
ぞ
れ
に
本
縁
起
の
絵
解
の
記
事
が

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
詑
）
一
二
幅
の
う
ち
第
三
幅
は
海
北
友
雪
（
一
五
九
八
J
一
六
七
七
）
の
追
補
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
末
期
頃
の
制
作
と
思
わ
れ
る
第
一
一
輪
、
第

二
幅
を
考
察
の
対
象
と
し
た
。
因
み
に
、
第
三
幅
は
横
一
線
の
霞
に
よ
る
五
段
構
成
が
と
ら
れ
、
事
績
場
面
の
配
置
は
乱
れ
を
生
じ
な
い
。

（
お
）
本
縁
起
第
一
一
臓
は
、
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
の
諸
事
績
を
描
き
込
み
、
画
面
下
段
に
大
き
く
海
の
場
を
設
定
す
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う

な
場
の
設
定
や
説
話
の
時
間
的
進
行
を
意
識
せ
ず
各
事
績
場
面
を
自
由
に
配
置
す
る
。
第
二
幅
は
そ
の
上
半
部
を
社
頭
図
に
あ
て
、
下

半
部
は
三
韓
征
伐
の
故
地
を
示
す
。
ま
た
、
私
見
で
は
あ
る
が
、
第
二
幅
は
第
一
幅
と
は
絵
絹
の
粗
密
や
作
風
の
相
異
が
認
め
ら
れ
、

建
徳
元
年
（
一
三
七

O
）
の
同
時
期
制
作
と
は
思
わ
れ
な
い
。
箱
蓋
裏
墨
書
銘
に
あ
る
永
正
九
年
（
一
五
二
一
）
の
修
理
の
時
期
と
考

え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
即
断
し
か
ね
る
。
菊
竹
淳
一
前
掲
論
文
「
九
州
の
縁
起
絵
」
（
六
三
｜
八

O
頁）。

（
民
）
こ
れ
ら
諸
遺
品
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
性
格
は
、
菊
竹
淳
一
前
掲
論
文
「
九
州
の
縁
起
絵
」
（
六
二
一
｜
六
四
頁
）
、
島
田
修
二
郎
「
清
園

寺
縁
起
絵
」
（
『
国
華
』
第
七
一
八
号
図
版
解
説
昭
和
二
七
年
一
一
一
｜
一
一
二
頁
）
、
宮
次
男
「
善
光
寺
如
来
絵
伝
」
（
『
国
華
』
第
九

ゴ
二
号
図
版
解
説
昭
和
四
六
年
二
三
｜
二
五
頁
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
り
、
地
方
絵
師
の
制
作
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
お
）
『
生
駒
家
当
山
奥
書
』
に
「
此
八
巻
縁
起
井
七
幅
絵
像
」
と
あ
り
、
『
奥
書
』
の
年
記
、
一
冗
和
三
年
（
一
六
一
七
）
以
降
、
絵
の
欠
し

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
部
）
社
寺
参
詣
品
交
茶
羅
の
成
立
と
掛
幅
形
式
縁
起
絵
と
の
関
係
は
、
既
に
武
田
恒
夫
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
武
田
氏
は
、
両
者
の
相
異
は
縁
起
的

次
元
か
ら
現
世
的
様
相
へ
の
転
換
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
画
中
の
説
話
人
物
と
参
詣
人
物
の
交
替
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
武
田
恒
夫

「
社
寺
参
詣
憂
茶
羅
図
と
そ
の
背
景
」
（
京
都
国
立
博
物
館
編
『
古
絵
図
』
昭
和
四
四
年
七

O
i七
一
頁
）
。
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〔
付
記
〕

本
稿
は
一
九
八

O
年
一
月
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
際
し
て
志
度
寺
は
じ
め
関
係
社
寺
の
方
々
、

京
都
国
立
博
物
館
美
術
室
長
中
野
玄
三
氏
、
九
州
大
学
助
教
授
菊
竹
淳
一
氏
、
元
東
京
国
立
博
物
館
絵
画
室
長
官
岡
崎
富
士
彦
氏
な
ど
遺
品
の
観
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覧
、
写
真
撮
影
の
御
高
配
、
御
助
力
を
賜
っ
た
。
更
に
、
掲
載
図
版
は
東
京
国
立
博
物
館
資
料
室
保
管
、
奈
良
国
立
博
物
館
資
料
室
保
管
な
ら

び
に
諸
遺
品
調
査
の
折
撮
影
し
た
も
の
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
改
め
て
諸
機
関
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

大
学
院
学
生
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図1.志度寺縁起第一幅



24 

間2。 治；幅
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図3.志度寺縁起第三幅
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図4.琴弾宮縁起

図6.観興寺縁起第二幅 図5.観興寺縁起第一幅
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悶7.志度寺縁起第｜羽幅
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1~18. 第五幅
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同9.
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凶10.矢田地蔵縁起第ィ隔

lヌ:]12. 王雪註創設起 第一rμ話


